




田 中 健 一
はじめに
　人権意識の核は何か。それは、池田大作 SGI 会長の「苦しんでいる人がいる限り、


















































































としてはいられない―この感覚こそ、人権意識の核である」（池田 . 200, p.48.）として、
「法律や制度として掲げさえすれば現実できるわけでもない。生命の尊厳を踏みに




















































































































































































   


































悪と戦う不断の人権闘争が不可欠である」（池田 . 200, p.49.）。そのために池田は、「青
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ているのです。（池田 . 20, p.02.）
第37回「生命尊厳の絆輝く世紀を」より抜粋
・“自分だけの幸福や安全もなければ、他人だけの不幸や危険もない”との生









田 . 203, p.88.）
   
   
   







































   















































































   






















































































な道徳性を養う教育活動のことである（小学校学習指導要領解説　道徳編 . 文部科学省 . 平成
20年8月 , pp.5-6.）。また、このような道徳教育は、幅の広い、根の深い事柄ともい
わなければならない。道徳教育を人間形成という広い意味でいうならば、ニーチェ






















や習俗の中から学び取っていくのが、道徳の価値であろうかと思います」（同上 . 975, 
pp.336-337.）と答えている。その上で「道徳は最も人間的な心の自然の発露として、位


















































































   



































































































































発」の重要性を指摘している（池田 . 202, p.09.）。その上で、「“自分だけの幸福や安
全もなければ、他人だけの不幸や危険もない”との生命感覚に基づいた世界観をも
とに人権文化の啓発をしている」（池田 . 203, p.09.）。さらに、「なぜ、何もしないこ
とが、悪と同義とまで言いきれるのか―。一見すると理解しがたいかもしれません
が翻って自分が列車に乗っている身だと想像してみるならば、おのずと胸に去来す



















































































































































１）    207年月、第42回「SGI の日」記念提言において池田は「青年」に焦点を当て、3
つの柱と 3 つの提示を記していた。
２）   人権教育の定義について八木は、「国連人権教育の 0年」推進のための定義であり、
不明確であるので国際的に正式な定義を提示すべきことに触れていた。
３）    池田による「人権教育の指標に関するフレームワーク」実施と「人権教育に関するフ
ォ－ラム」の開催について福井は高く評価をしていた。





５）    文部科学省による人権教育の特色ある実践事例が公表されている。平成24年度から平
成26年度までの小学校の事例数を取り上げた。




７）    平成28年度、東京都教育委員会は、人権課題「女性」を含めて 2事例を明記し、そ
れぞれの対応策等について触れていた。








９）   第35回から 39回までの「『SGI の日』記念提言」において池田の提言内容のうち「人
権」のキーワードを中心に記した。
0）    「『SGI の日』記念提言」に対する識者の声を取り上げるとともに学校教育の立場から
人権教育の取組に触れた。
）   第35回から 39回までの「『SGI の日』記念提言」において池田の提言内容のうち「生
命尊厳」のキーワードを中心に記した。















4）     A 市教育委員会管轄下の小学校の人権教育の実施の現状と課題を検討した。
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